
09 令和 5 年 08 月 20 日発行  |  毎月 1 回 20 日発行 

通巻 443 号

A PATTERN THAT QUESTIONS, “WHAT IS A HUMAN?”

人間とはなにか？ を問う文様
にん　げん もん　ようと
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Mokume-Gane , a traditional Japanese 
craft technique, involves layering differ-
ent colored metals, repeatedly carving, 
and forging them to create a wood grain-
like pattern. �is cra� was invented in the 
early Edo period (1600s), and although it 
is a complicated technique that is di�cult 
to master, it was developed and popular-
ized by cra�smen who were fascinated by 
its unique texture and patterns.

杢
もく
目
め
金
がね
は、色

いろ
の違
ちが
う金
きん
属
ぞく
を何
なん
層
そう
も重
かさ

ね、彫
ちょう
金
きん
や鍛
たん
金
きん
を繰

く
り返
かえ
して木

もく
目
め
状

じょう

の模
も
様
よう
を表
ひょう
現
げん
する、日

に
本
ほん
の伝

でん
統
とう
工
こう

芸
げい
技
ぎ
法
ほう
のひとつです。江

え
戸
ど
時
じ
代
だい
初
しょ
期
き

（1600年
ねん
代
だい
）に考

こう
案
あん
されたこの工

こう
芸
げい

は、習
しゅう
得
とく
困
こん
難
なん
で複
ふく
雑
ざつ
な技

ぎ
術
じゅつ
ながら、そ

の独
どく
特
とく
の質
しつ
感
かん
や文
もん
様
よう
に魅

み
了
りょう
された職

しょく

人
にん
たちによって発

はっ
展
てん
・普

ふ
及
きゅう
しました。

However, demand declined a�er the Meiji 
period (1868-1912), and today most of the 
schools are in decline. Very few people 
even know basic production techniques.

ただ、明
めい
治
じ
時
じ
代
だい
（1868～ 1912年

ねん
）以

い

降
こう
は需
じゅ
要
よう
が減

へ
り、現

げん
代
だい
では流

りゅう
派
は
のほと

んどが衰
すい
退
たい
。基

き
本
ほん
的
てき
な制
せい
作
さく
技
ぎ
術
じゅつ
を知

し

っている人
ひと
すら少

すく
なくなりました。

MADARA MANJI, with his immense 
energy and inquisitive nature, has mas-
tered Mokume-Gane , a technique once 
considered elusive. He is a contemporary 
artist who blends traditional techniques 
with self-expression to break new ground. 

The “Uncovered Cube,” a towering cube 
adorned with swirls and mottled and fea-
tured on the cover of this issue, belongs to 
one of his most well-known series. �e ma-
terials, patterns, shapes, and arrangements 
all re�ect a consistent view of humanity.

MADARA MANJIさんは、圧
あっ
倒
とう
的
てき
な行
こう

動
どう
力
りょく
と探
たん
究
きゅう
心
しん
で、幻

まぼろし
の技

ぎ
術
じゅつ
とも言

い
わ

れた杢
もく
目
め
金
がね
の技

ぎ
巧
こう
を習
しゅう
得
とく
。伝
でん
統
とう
の技
わざ
を

自
じ
己
こ
表
ひょう
現
げん
と混

ま
ぜ合

あ
わせ、新

あら
たな境

きょう
地
ち

を切
き
り拓
ひら
く現
げん
代
だい
ア

artist
ーティストです。今

こん
回
かい

の表
ひょう
紙
し
に採
さい
用
よう
した、渦

うず
と斑
まだら
を宿
やど
した屹

きつ

立
りつ
するキ

cube
ューブ「Uncovered Cube」は代

だい

表
ひょう
的
てき
なシ

series
リーズ。素

そ
材
ざい
、文
もん
様
よう
、形
けい
状
じょう
、

配
はい
置
ち
のすべてに、MADARAさんの一

いっ
貫
かん

した人
にん
間
げん
観
かん
が反
はん
映
えい
されています。

Above  上
うえ
：Uncovered Cube 108

Below  下
した
：Uncovered Cube 109

Photos by AKIKO BUSCEMI
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より良
よ
い誌

し
面
めん
にするため、ひらがなタイムズでは皆

みな
様
さま
からのご意

い
見
けん
やご感

かん
想
そう
をお待

ま
ちしております。氏

し
名
めい
、性

せい
別
べつ
、年

ねん
齢
れい
、国

こく
籍
せき
をお書

か
きの上

うえ
、は

がき、または Eメ
mail
ールでお送

おく
りください。読

どく
者
しゃ
プ

present
レゼントをご希

き
望
ぼう
の方

かた
は、郵

ゆう
便
びん
番
ばん
号
ごう
、住
じゅう
所
しょ
、商
しょう
品
ひん
名
めい
、電

でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
もお書

か
きください。毎

まい
月
つき

5
いつ

日
か
締
し
め切

き
り。応

おう
募
ぼ
数
すう
の多

おお
い場

ば
合
あい
は抽
ちゅう
選
せん
。結

けっ
果
か
は発

はっ
送
そう
をもってかえさせていただきます。
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“WHAT IS A HUMAN?”

人
にん

間
げん

とはなにか？ を問
と

う文
もん

様
よう

A PATTERN THAT QUESTIONS, ALL PHOTOS BY
AKIKO BUSCEMI
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MADARA MANJI is a metal sculptor who expresses 
his unique worldview using Mokume-Gane (a metal 
material with a wood grain-like �nish). As an outsider 
artist who did not receive specialized art education at 
an educational institution, but is self-taught and has 
carved out his own style, he is attracting attention 
both domestically and internationally.

MADARA MANJI さんは、杢
もく
目
め
金
がね
（木

もく
目
め
状

じょう

に仕
し
上
あ
げられた金

きん
属
ぞく
素
そ
材
ざい
）を用

もち
いて、独

どく
自
じ
の世

せ

界
かい
観
かん
を表
ひょう
現
げん
する金

きん
属
ぞく
彫
ちょう
刻
こく
作
さっ
家
か
です。教

きょう
育
いく
機
き

関
かん
での専

せん
門
もん
的
てき
な美

び
術
じゅつ
教
きょう
育
いく
を受

う
けず、独

どく
学
がく
で

自
じ
身
しん
のス

style
タイルを切

き
り拓

ひら
いたア

outsider
ウトサイダー・

ア
artist

ーティストとして、国
こく
内
ない
外
がい
から注

ちゅう
目
もく
を集
あつ
めてい

ます。

“I remember being shocked when I first encountered 
societal norms in kindergarten. It’s difficult to artic-

ulate, but until that point, I had not been educated 
about societal norms within my family. �at’s because 
my parents placed great importance on me thinking 
for myself and making decisions based on my own 
judgment.”

「幼
よう
稚
ち
園
えん
の頃
ころ
、初
はじ
めて社

しゃ
会
かい
性
せい
に触

ふ
れて驚

おどろ
いたこ

とを覚
おぼ
えています。言

い
い方

かた
が難
むずか
しいのですが、そ

れまで家
か
庭
てい
内
ない
で、社

しゃ
会
かい
性
せい
を養
やしな
うための教

おし
えは受

う

けていませんでした。自
じ
分
ぶん
で考
かんが
え、自

じ
分
ぶん
の責
せき
任
にん
で

物
もの
事
ごと
を選
えら
ぶことが大

たい
切
せつ
だと両

りょう
親
しん
は考
かんが
えていたから

です」。

“�at’s why it was strange to me when I received guid-
ance from teachers about everything from laws and 
morals to the clothes I should wear. I couldn’t under-
stand why I had to comply with these rules, all created 
by someone else. Unable to �t in, I eventually stopped 
attending kindergarten.

https://www.madaramanji.jp/
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「だから、規
き
則
そく
やモ

moral
ラル、着

き
る服
ふく
に至
いた
るまで、先

せん
生
せい
から指

し
導
どう
さ

れるのが不
ふ
思
し
議
ぎ
でした。すべて誰

だれ
かが作

つく
ったものなのに、なぜ従

したが

う必
ひつ
要
よう
があるのか、理

り
解
かい
できなかったんです。周

まわ
りとも馴

な
染
じ
め

ず、幼
よう
稚
ち
園
えん
には行

い
かなくなりました」。

Since then, MADARA spent most of his time at home watching TV. 
What he particularly enjoyed were the wildlife specials. He says he 
empathized with the simple behavioral principles of animals. It was a 
feeling I could not get with human counterparts.

それ以
い
降
こう
、MADARAさんは家

いえ
でテ

TV
レビを見

み
ながら過

す
ごしたそ

うです。特
とく
に好

す
きだったのは野

や
生
せい
動
どう
物
ぶつ
の特
とく
集
しゅう
です。動

どう
物
ぶつ
たちの

シ
simple
ンプルな行

こう
動
どう
原
げん
理
り
に共
きょう
感
かん
したといいます。それは、人

にん
間
げん
相
あい
手
て

では得
え
られなかった感

かん
覚
かく
でした。

“However, the more I observed animals, the more I became conscious 
of the di�erences between them and myself. I tend to question a lot of 
things, whereas animals do not. At the root of every question is imagi-
nation, and animals don’t have that. When I realized this, I developed 
a profound interest in human imagination.”

「ただ、動
どう
物
ぶつ
たちを見

み
れば見

み
るほど、

自
じ
分
ぶん
との違

ちが
いが気

き
になりました。自

じ

分
ぶん
はいろいろなことを疑

ぎ
問
もん
に感
かん
じます

が、動
どう
物
ぶつ
たちはそうではありません。

あらゆる疑
ぎ
問
もん
の根
こん
幹
かん
には想

そう
像
ぞう
力
りょく
があっ

て、動
どう
物
ぶつ
はそれを持

も
たないんだ。そう

気
き
づいたとき、人

にん
間
げん
の想
そう
像
ぞう
力
りょく
にすごく

興
きょう
味
み
が湧

わ
いたんです」。

“Only humans can enjoy art. In my ex-
ploration of what it means to be human, 
I came to believe that art, created by 
humans for humans, is one of the most 
quintessentially human acts. From that 
t ime, I began to contemplate what it 
means to live and what de�nes being hu-
man. �ese became the concepts I wanted 
to explore in my artwork.”

「ア
art
ートを楽

たの
しめるのは人

にん
間
げん
だけで

す。人
にん
間
げん
性
せい
とは何

なに
かを模

も
索
さく
する中

なか
で、

人
にん
間
げん
による、人

にん
間
げん
のための、最

もっと
も人

にん

間
げん
的
てき
な行
こう
為
い
のひとつがアートなのだと

思
おも
いました。その頃

ころ
から、生

い
きていくと

はどういうことか、人
にん
間
げん
らしさとは何

なん

なのか、そういったコ
concept
ンセプトで作

さく
品
ひん

を作
つく
りたいと思

おも
うようになりました」。

“Human beings are intricate. Even a sin-
gle strand of DNA is a blend of both our 
father’s and mother’s, our instincts as an-
imals intermingle with our rationality as 
humans, and we are capable of experienc-
ing conflicting emotions simultaneously. 
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Therefore, driven by the desire to ref lect 
this tumultuous state, I initially started 
creating artwork by mixing clay.”

「人
にん
間
げん
は複
ふく
雑
ざつ
です。DNAひとつとって

も父
ちち
と母

はは
のものが混

ま
ざっているし、動

どう

物
ぶつ
としての本

ほん
能
のう
と人
にん
間
げん
としての理

り
性
せい
も

混
ま
ざっているし、相

あい
反
はん
する感

かん
情
じょう
を同
どう
時
じ

に持
も
つこともできます。だから、渦

うず
巻
ま
い

ている状
じょう
態
たい
のものを作

つく
ろうと思

おも
って、

最
さい
初
しょ
は粘

ねん
土
ど
を混

ま
ぜて作

さく
品
ひん
を作

つく
りまし

た」。

“However, clay is naturally blendable. Hu-
mans are an amalgamation of elements 
that shouldn’t naturally mix but do so 
due to the incredible force of life. I find 
this aspect of humanity fascinating and, 
in my search for a more appropriate me-
dium to represent this, I discovered Mo-
kume-Gane.”

「でも、粘
ねん
土
ど
は混

ま
ざって当

あ
たり前

まえ
です。

人
にん
間
げん
は、本

ほん
来
らい
混
ま
ざらないものが、生

せい
命
めい

体
たい
としてのすさまじいパ

power
ワーによって混

ま

ざっています。それが人
にん
間
げん
の面
おも
白
しろ
いとこ

ろだという思
おも
いもあって、もっと適

てき
した

素
そ
材
ざい
を探
さが
す中
なか
で見

み
つけたのが杢

もく
目
め
金
がね
で

した」。

�e art of Mokume-Gane cra�ing is a skill 
few people in the modern world can pass 
on. Remarkably, MADARA mastered this 
technique on his own. First, he trained un-
der a cra�sman in Kyoto to learn the fun-

damentals of engraving, then he developed 
the necessary tools and techniques for his 
cra�, using the scarce resources available 
as his guide.

現
げん
代
だい
では伝

つた
える人

ひと
がほとんどいない

杢
もく
目
め
金
がね
の加

か
工
こう
技
ぎ
術
じゅつ
。驚
おどろ
くべきことに、

MADARAさんは独
どく
学
がく
でこの技

ぎ
術
じゅつ
を習
しゅう

得
とく
したといいます。まず、京

きょう
都
と
の職
しょく
人
にん

に弟
で
子
し
入
い
りして彫

ちょう
金
きん
の基

き
本
ほん
を学
まな
び、そ

こから乏
とぼ
しい資

し
料
りょう
を手

て
掛
が
かりにして、

作
さく
品
ひん
づくりに必

ひつ
要
よう
な道
どう
具
ぐ
や技

ぎ
法
ほう
を開
かい
発
はつ

していきました。

“Most works of art are created with a gen-
tle approach. But metal is the exact oppo-
site: it is heated to an extreme temperature 
of 1,000 ºC and forged with a full swing 
of the hammer. If the heat is excessive, it 
melts, and if its force is too much, it cracks. 
It is when the metal withstands such de-
structive energy and barely holds together, 
that it is beautifully shaped.”

「アート作
さく
品
ひん
は、優

やさ
しいア

approach
プローチで

作
つく
られるものがほとんどです。でも、金

きん

属
ぞく
は真

ま
逆
ぎゃく
です。1,000℃

ど
の超
ちょう
高
こう
温
おん
で熱

ねっ

し、金
かな
づちをフ

full
ルス

swing
イングして鍛

きた
えま

す。熱
ねつ
が高
たか
すぎると溶

と
け、衝

しょう
撃
げき
が強
つよ
す

ぎると割
わ
れます。破

は
壊
かい
的
てき
なエ

energy
ネルギー

を受
う
け止

と
めて、ぎりぎりで持

も
ち堪

こた
えた

とき、美
うつく
しく造

ぞう
形
けい
されるんです」。

“I felt that this material, which is only 
formed by enduring continuously, also 

matches well in expressing what I perceive 
as human nature. Not just instincts, but 
I think human reason too, is implanted 
along with intense experiences. By endur-
ing this, humans are polished.”

「耐
た
え続

つづ
けることでのみ造

ぞう
形
けい
される

マ
material
テリアルという点

てん
も、僕

ぼく
が思
おも
う人
にん
間
げん

性
せい
を表
ひょう
現
げん
するのに合

あ
っていると感

かん
じま

した。本
ほん
能
のう
だけでなく、人

にん
間
げん
の理

り
性
せい
も、

強
きょう
烈
れつ
な体
たい
験
けん
と共
とも
に植

う
え付

つ
けられると

思
おも
うからです。それに堪

た
えて、人

にん
間
げん
は磨
みが

かれていく」。

MADARA consistently positions the com-
plexity of humans as the concept of his 
work. His debut was not particularly early, 
being in his late 20s, but he perceives that 
period as the time it took for his inner self 
to catch up with his concept.

MADARAさんは一
いっ
貫
かん
して、人

にん
間
げん
の複
ふく

雑
ざつ
性
せい
を作
さく
品
ひん
のコンセプトに据

す
えていま

す。デ
debut
ビューしたのは 20代

だい
後
こう
半
はん
で、決

けっ

して早
はや
くはありませんが、それは自

じ
身
しん
の

中
なか
身
み
がコンセプトに追

お
いつくまでの期

き

間
かん
だったと捉

とら
えているそうです。

“In a state of having neither a place to live 
nor income, I spent about 10 years getting 
by in various ways. There were periods 
when life was all about managing to pro-
cure food for the day and creating artwork, 
was out of the question. It may be unbe-
lievable, but I only realized around the age 

7



88

of 28 that I could just work. A�er a year of working and saving money, I �nally completed one piece of artwork. �is work became the trig-
ger for a certain gallery to approach me, leading to my present circumstances.”

「住
す
むところも収

しゅう
入
にゅう
もない状

じょう
態
たい
で、あの手

て
この手

て
で 10年

ねん
ほど過

す
ごしました。その日

ひ
に食

た
べる物

もの
を手

て
に入

い
れるのに精

せい
一
いっ
杯
ぱい
という

生
せい
活
かつ
で、作

さく
品
ひん
どころではない時

じ
期
き
もありました。信

しん
じられないかもしれませんが、働

はたら
けばいいと気

き
づいたのは 28歳

さい
の頃
ころ
です。1

年
ねん
働
はたら
いてお金

かね
を貯

た
めて、ようやく 1

ひと
つの作

さく
品
ひん
を作
つく
り上

あ
げました。その作

さく
品
ひん
がきっかけで、あるギ

gallery
ャラリーさんに声

こえ
を掛

か
けていた

だいて、現
げん
在
ざい
に至
いた
ります」。

“Fortunately, I was able to release many pieces from the �rst series of works I initially wanted to create. From now on, alongside the new se-
ries, I intend to focus on di�erent artistic activities while interacting with various people. I aim to give shape to the new sensations acquired 
from studying humans, including myself.”

「おかげさまで、最
さい
初
しょ
にやりたかった作

さく
品
ひん
のシ

series
リーズの多

おお
くを発

はっ
表
ぴょう
することができました。今

こん
後
ご
は新
しん
シリーズと並

へい
行
こう
して、いろい

ろな人
ひと
たちと関

かか
わりながら別

べつ
のアート活

かつ
動
どう
にも力

ちから
を入

い
れていくつもりです。自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
も含
ふく
めて人

にん
間
げん
を研
けん
究
きゅう
しながら、そこで得

え
ら

れた新
あたら
しい感

かん
覚
かく
を形
かたち
にしていけたらと考

かんが
えています」。
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Close up Japan クローズアップ・ジャパン

Human Dignity Questioned in the Coming “100-Year Life Era”
「人

じん
生
せい

1
ひゃく
00 年

ねん
時

じ
代
だい

」 の 到
とう

来
らい

 で 問
と

われる 人
ひと

 の 尊
そん

厳
げん

4. In the beauty industry, the mainstream has shifted 
from anti-aging to reverse aging, and recently, research on 
“immortality” has gone even further.

5. On the other hand, there are those who seek euthanasia 
from the suffering of i l lness. And there are those who 
support death with dignity from perspectives such as 
caregiving and pension issues.

1. Japan is a country of longevity. According to the 
latest WHO ranking, Japan ranks among the top in 
the world in terms of average life expectancy.

3. Recent years have seen remarkable technological 
advances in medicine and science, with rejuvenation 
techniques that revive the body at the cellular level 
emerging.

2. As life expectancy increases in developed coun-
tries, the “100-year life era” has become a hot topic.

美
び

容
よう

業
ぎょう

界
かい

             でも、        主
しゅ

流
りゅう

は         ア
あ ん ち え い じ ん ぐ

ンチエイジング 

から                       リ
り ば ー す え い じ ん ぐ

バースエイジング        に                       なり、

昨
さっ

今
こん

 では                    「不
ふ

老
ろう

不
ふ

死
し

」           の               研
けん

究
きゅう

 も

さら に 進
すす

んで い ます。

一
いっ

方
ぽう

 で、                   病
やまい

            の              苦
くる

しみ                  から

安
あん

楽
らく

死
し

 を                求
もと

める       人
ひと

 も            い ます。      そして、 

介
かい

護
ご

         や           年
ねん

金
きん

問
もん

題
だい

           など の         視
し

点
てん

      から

尊
そん

厳
げん

死
し

 を                   支
し

持
じ

 する         人
ひと

 も             い ます。

先
せん

進
しん

諸
しょ

国
こく

                    では                   長
ちょう

寿
じゅ

化
か

 が 進
すす

み、 

「人
じん

生
せい

 1
ひゃく

00 年
ねん

 時
じ

代
だい

」 が        話
わ

題
だい

 に       なって い ます。

日
に

本
ほん

 は                               長
ちょう

寿
じゅ

大
たい

国
こく

                      です。

平
へい

均
きん

寿
じゅ

命
みょう

 は                                              W
だぶりゅーえいちおー

HO            の 

最
さい

新
しん

ラ
ら ん き ん ぐ

ンキング                                                                   で 

世
せ

界
かい

 ト
と っ ぷ

ップ ク
く ら す

ラス。

Text 文
ぶん

  |  KOIKE Takae  小
こ

池
いけ

 タ
た か え

カエ

近
きん

年
ねん

 の                      医
い

療
りょう

 ・               科
か

学
がく

                    の 

技
ぎ

術
じゅつ

進
しん

歩
ぽ

 は                       目
め

覚
ざ

ましく、             肉
にく

体
たい

 を 

細
さい

胞
ぼう

 レ
れ べ る

ベル                           で                           蘇
よみがえ

らせる

若
わか

返
がえ

り技
ぎ

術
じゅつ

 も                    登
とう

場
じょう

 して い ます。

the beauty industry                in             the mainstream                    anti-aging

from                                          reverse aging                         to            has shifted and

     recently                                    immortality                   on                      research   

      has gone even further

on the other hand                illness              of                the suffering                    from

euthanasia                         who seek            those                   there are               and

caregiving     and             pension issues                   such as         perspectives    from

death with dignity                 who support               those                   there are

developed countries                     in                    as life expectancy increases

the one-hundred-year life era              a hot topic                has become

  Japan                                          a country of longevity                               is

(in terms of) average life expectancy                                   WHO

      the latest ranking                                                                        according to

(Japan) ranks among the top in the world      

recent years                           medicine                 (and) science                    in

technological advances                have seen remarkable                 the body

the cellular level                                     at                                       that revive

(with) rejuvenation techniques                            emerging

biyou’gyoukai            demo,      shuryuu ha           annchi’eijinngu 

kara                           riba-su’eijinngu               ni                       nari,

sakkonn deha                 “furou’fushi”           no          kennkyuu mo

sara ni susunnde i masu.

nihonn ha                           chouju’taikoku                      desu.

heikinn’jumyou ha                                      daburyu-eichio- no 

saishinn’rannkinngu                                                             de

  sekai toppu kurasu.

kinnnenn no                  iryou,                 kagaku                 no

gijutsu’shinnpo ha                 mezamashiku,            nikutai wo

saibou’reberu                           de                    yomigaeraseru

wakagaeri’gijutsu mo                  toujou shite i masu.

sennshinn’shokoku         deha               chouju’ka ga susu mi, 

“jinnsei hyaku nenn jidai” ga    wadai ni           natte i masu.
ippou de,                   yamai          no           kurushimi                kara

annraku’shi wo       motomeru     hito mo            i masu.       soshite,

kaigo         ya     nennkinn’monndai        nado no       shitenn     kara 

sonngenn’shi wo           shiji suru          hito mo            i masu.
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6. In the “100-year life era,” there will be virtually no 
retirement age and a future in which people may be forced 
to work on a semi-permanent basis.

8 .  As t he world moves toward t he “10 0 -year l i fe 
era,” some say that healthy life expectancy is more 
important than longevity.

9. The question now is how each of us will live and 
die. Everyone has the right to make their own choices 
in determining this.

7. In addition, the pursuit of look ing young can lead 
to impatience and obsession, which can lead to mental 
exhaustion and a distorted sense of beauty.

「人
じん

生
せい

 1
ひゃく

00 年
ねん

 時
じ

代
だい

」                       では                         実
じっ

質
しつ

上
じょう

、 

定
てい

年
ねん

 が なく なる ため、                                     半
はん

永
えい

久
きゅう

的
てき

 な 

労
ろう

働
どう

 を                                余
よ

儀
ぎ

 なく される                    未
み

来
らい

 が 

待
ま

って いる かも しれ ません。

世
せ

界
かい

 が                            「人
じん

生
せい

 1
ひゃく

00 年
ねん

 時
じ

代
だい

」                   に

向
む

かう                    中
なか

、                    長
ちょう

寿
じゅ

                   より も 

健
けん

康
こう

寿
じゅ

命
みょう

 の 方
ほう

 が                     大
たい

切
せつ

                          だ

と いう                      声
こえ

 も あり ます。

今
いま

、                               私
わたし

 たち                      一
ひと

人
り

 ひとり が 

どの よう に                      生
い

き、                 死
し

んで いく か が

問
と

われて い ます。                                                          それ を

決
き

める                                選
せん

択
たく

権
けん

 は                      誰
だれ

 も が

それぞれ                      持
も

って いる の です。

また、             見
み

た目
め

 の            若
わか

さ              の                追
つい

求
きゅう

 は 

焦
しょう

燥
そう

感
かん

             や            執
しゅう

着
ちゃく

心
しん

          を                 あおり、 

心
こころ

 の             疲
ひ

弊
へい

         や       ゆがんだ             美
び

意
い

識
しき

          を 

生
う

み出
だ

して しまう 可
か

能
のう

性
せい

 が あり ます。

美
び

容
よう

業
ぎょう

界
かい

             でも、        主
しゅ

流
りゅう

は         ア
あ ん ち え い じ ん ぐ

ンチエイジング 

から                       リ
り ば ー す え い じ ん ぐ

バースエイジング        に                       なり、

昨
さっ

今
こん

 では                    「不
ふ

老
ろう

不
ふ

死
し

」           の               研
けん

究
きゅう

 も

さら に 進
すす

んで い ます。
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the one-hundred-year life era                             in                                        virtually

      no retirement age and                                                    on a semi-permanent basis

  to work                                 (in which people) may be forced                        a future

                      there will be

the world                                  the one-hundred-year life era                 toward

 moves                             as                               longevity                             than

      healthy life expectancy                            more important                         is

    that                                            some say

now                                                us                                                  each of

         how                                   will live and                                        die

   the question is                                                                                             this

in determining              the right to make their choices                     everyone

      own                                                      has

in addition             looking                       young                   of                      the pursuit

  impatience                   and                   obsession                     to           can lead which

  mental              exhaustion         and            distorted          a sense of beauty       to

                                   can lead

“jinnsei hyaku nenn jidai”                  deha                      jisshitsu’jou, 

teinenn ga naku naru tame,                                 hann’eikyuu’teki na 

roudou wo                             yogi naku sareru                      mirai ga 

  matte iru kamo shire masenn.

sekai ga                        “jinnsei hyaku nenn jidai”                  ni 

mukau                  naka,                   chouju                   yori mo 

kennkou’jumyou no hou ga                taisetsu                      da

  to iu                         koe mo ari masu.

ima,                         watashi tachi                      hitori hitori ga 

dono you ni                         iki,                     shinnde iku ka ga

towarete i masu.                                                           sore wo

kimeru                          senntaku’kenn ha              dare mo ga 

sorezore                         motte iru no desu.

mata,            mitame no          wakasa           no              tsuikyuu ha 

shousou’kann        ya         shuuchaku’shinn      wo                   aori, 

kokoro no        hihei           ya       yugannda             bi’ishiki         wo 

  umidashite shimau kanou’sei ga ari masu.

https://hiraganatimes.com/j-text/2309/012-013.pdf
https://hiraganatimes.com/audio/2023/9/012-013.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/9/e-012-013.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/9/j-012-013.mp3
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